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規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、

特
に
地
震
の
よ
う
な
広
域
災
害

で
は
、
公
的
機
関
（
行
政
や
消
防
な

ど
）
が
現
場
に
向
か
う
だ
け
で
時
間

を
要
す
る
。
２
０
０
８
（
平
成
20
）

年
６
月
14
日
に
起
こ
っ
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
で
は
、
土
砂
災
害
な
ど

に
よ
り
山
間
部
へ
の
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
救
助
に
時
間
を
要
し
た
。
地
震

発
生
か
ら
の
72
時
間
（
３
日
間
）
は

自
分
た
ち
で
身
を
守
る
た
め
、
事
前

の
備
え
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、
地
域

の
助
け
合
い
で
あ
る
。
特
に
「
自
主

防
災
組
織
」
の
重
要
性
が
日
に
日
に

高
ま
っ
て
い
る
。
各
自
治
会
な
ど
が

自
主
的
に
結
成
し
活
動
す
る
こ
の
組

織
。
普
段
か
ら
の
顔
見
知
り
同
士
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
避
難
や
要
援
護
者
な
ど
の
情
報
連

携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
共
助
の
も
う
ひ
と
つ
の
核

と
な
る
の
が
、「
消
防
団
」
の
存
在

で
あ
る
。
本
市
の
消
防
団
員
は
本
年

５
月
１
日
現
在
、６
３
５
人
。
消
防
・

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
火
災
だ
け
で
な
く
大
規
模
災
害

発
生
時
に
は
、
救
助
活
動
な
ど
地
域

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

活
躍
す
る
。
ま
た
、
平
常
時
に
お
い

て
は
自
主
防
災
活
動
の
指
導
的
役
割

自

特集
　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
６
月
12
日
の
「
宮
城
県
沖
地
震
」
か
ら
32
年
。
国
の
地
震
調
査
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、

今
後
30
年
以
内
に
、
99
㌫
の
確
率
で
震
度
６
以
上
の
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
震
な
ど
の
災

害
が
起
き
た
と
き
に
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、「
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
」。
行
政
機
関
だ
け
の
力
で
は
や
は
り

限
界
が
あ
り
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で
の
「
事
前
の
備
え
＝
自
主
防
災
」
が
必
要
に
な
る
。
今
月
号
で
は
、
こ
の

自
主
防
災
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
。

も
担
い
、
地
域
防
災
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
々
増
加
す
る
本
市
の
自
主
防
災

組
織
率
。本
年
５
月
１
日
現
在
で
は
、

１
１
３
自
治
会
中
80
自
治
会
（
70
・

7
㌫
）が
結
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
市
の
組
織
率
は
、
ほ
か
の
自
治
体

と
比
べ
て
決
し
て
高
く
な
い
。
宮
城

県
全
体
で
は
85
㌫
、
全
国
平
均
で
も

73
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
高

い
の
が
愛
知
県
の
98
・
９
㌫
、
次
い

で
静
岡
県
が
97
・
６
㌫
と
な
り
、
東

海
地
震
な
ど
の
大
地
震
が
予
想
さ
れ

る
地
域
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。
数
字
で
は
表
せ
な
い
つ
な
が
り

が
地
域
に
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
組

織
と
い
う
形
と
し
て
動
く
こ
と
に
も

意
味
が
あ
る
こ
と
を
、
も
う
一
度
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
11
月
14
日
、
南
町
区
民
会

館
で
南
町
地
区
の
皆
さ
ん
約

50
人
が
炊
き
出
し
訓
練
を
行
っ
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
災
害
に
よ
り
電
気

や
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
が
使
え
な
い

と
い
う
状
況
を
想
定
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
黒く
ろ
さ
わ澤
司つ
か
さ

さ

ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
時

の
炊
飯
方
法
や
、
忘
れ
が
ち
な
「
心

の
ケ
ア
」の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

黒
澤
さ
ん
は
、
災
害
時
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
す
る
こ
と
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
足
湯
の
有
効
性
を
説
明
し
た
。
こ

れ
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
効

果
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
板

金
業
か
ら
看
護
師
な
ど
、
地
域
に
は

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
が
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
さ
に
地
の
利
。
こ
れ
を
い

か
に
生
か
す
か
が
重
要
」
と
地
域
の

大
切
さ
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

１
月
31
日
に
は
、
本
郷
第
一
自
治

会
の
皆
さ
ん
約
70
人
が
中
央
公
民
館

で
防
災
訓
練
を
行
っ
た
。
同
自
治
会

で
は
防
災
委
員
会
を
設
置
し
、
組
織

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
３
回
目

と
な
っ
た
今
回
の
訓
練
で
は
、
応
急

処
置
な
ど
の
救
急
救
護
訓
練
や
、
消

火
器
を
用
い
た
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
。

　

白
石
消
防
署
の
救
急
救
命
士
が

「
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
っ
て
助
か
る
命

　防災は命にかかわること。命
を大切にするために、訓練が役
立てばと思います。そして、地
域は地域で守るという思いを大
切にして、家族＝隣近所へと地
域がつながればと思います。今
後は、定期的に訓練を行い、若
い人たちがもっと参加できるよ
うにしたいです。

　訓練はすべて有意義で良かっ
たと思います。自治会には高齢
世帯が多く、各自治会の班長が
見回りをすることになっていま
す。毎年訓練を積み重ねること
で、災害時には地域ぐるみで、
被害を最小限に食い止められる
ように普段から備えていきたい
と思います。

　消防団を取り巻く環境は、団
員の減少など大変厳しい状況で
すが、600人余りの消防団員と
市民の皆さんとの連携をより一
層密にしていきます。予防消防
を徹底し、市民の安全と安心を
確保できるよう努めます。ぜひ
普段から、「予防」の気持ちを
大切にしましょう。

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
講
習
を
受
け
て

ほ
し
い
で
す
」
と
、
ほ
ん
の
数
分
の

重
要
性
を
話
し
て
く
れ
た
。

　　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
組
織
が
い
か
に
機
能
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
各
組
織
で
は
訓
練
を
行
い
、
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
万
が
一
に
備
え

て
い
る
。
し
か
し
、
技
術
以
上
に
重

要
な
こ
と
は
、
自
主
防
災
と
い
う
組

織
に
よ
っ
て
、
地
域
の
人
と
人
が
出

会
い
、
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
万
が
一
の
と
き
に
、
隣
近
所
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
ほ
ど
心
強
い

こ
と
は
な
い
。

繰
り
返
し
の
訓
練
が
、
接
す
る
機
会
を
生
み
「
人
」
を
つ
な
げ
る
│

自
主
防
災
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

自
主
防
災
│

準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、

自
分
や
家
族
が
助
か
る
の
な
ら
…

地域 自治会数 結成自治会数 結成率
白 石 26 10 38.4%
越 河 10 10 100.0%
斎 川 10 10 100.0%
大 平 10 9 90.0%
大鷹沢 13 13 100.0%
白 川 7 6 85.7%
福 岡 23 15 65.2%
小 原 14 7 50.0%
合 計 113 80 70.7%

自主防災組織結成状況
（平成 22年５月１日現在）

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
助
」
と
「
共
助
」

本
市
の
自
主
防
災
組
織
率
は
70
・
7
㌫

全
国
平
均
73
・
５
㌫
を
下
回
る

共
助
の
核

自
主
防
災
組
織
と
消
防
団

組
織
し
て
終
わ
り
で
は
な
い

繰
り
返
し
の
訓
練
が
「
い
ざ
」
に
生
き
る

南
町
自
治
会
│
炊
き
出
し
訓
練

本
郷
第
一
自
治
会
│
防
災
訓
練

南町自治会長

日
くさ か

下　徳
とく

衛
え

さん
白石市消防団長

跡
あと

部
べ

　敏
さとし

さん
本郷第一自治会防災委員長

大
おおつき

槻　正
まさかつ

勝さん

地域がつながるように訓練を積み重ねて 誇りと責任を持って

▲昨年６月７日に開催した白石市総合防災訓練（救護訓練）

１

３

２

１．南町自治会の炊き出し訓練は雨の中行われた
２．本郷第一自治会の防災訓練（救急救護訓練）
３．頼もしい地域の味方＝消防団

大

昨


